
ごあいさつ 長崎県新演奏家協会会長 松本 裕子

原爆犠牲者への鎮魂と恒久平和への祈願を広く発信していくことは、長崎市民としての務めであるこ

とから、被爆 70周年の節日のこの年に、「平和祈念音楽祭 in長崎」を開催できる事を大変嬉しく存じ

ます。

本日演奏するレクイエム (鎮魂歌)は、モーツアルト自身によつては完成されていないにも関わらず、

今も尚、世界中の人々に愛され続けている名曲中の名曲です。そしてこの曲を、被爆の丘にそびえ立つ

浦上天主堂で演奏することは、大変意義深い事と考えております。

この趣旨にご賛同いただき、集結してくださつた多くの市民による合唱が、今、三河正典先生の指揮

によつて一つにまとめられ、客演の大石洋史氏、長崎交響楽団を母体とするオーケストラ団員の方々、

スタッフの方々によつて、更に深い追悼の音楽となることでしよう。

協賛としてお力添えをいただきました長崎市をはじめ、カトリック長崎大司教区、浦上教会、その他

多くの関係者の皆様に、この場をお借りしまして心より御礼申し上げます。

さて、この演奏会に引き続いて 5日には、純心女子高等学校の生徒達が渡米し、セントポール市で開

催される長崎原爆慰霊祭参列や平和交流会等に参加します。長崎セントポール姉妹都市委員会の働きか

けによつて 2007年に始まつたこの活動に、私も引率教師の立場としてずつと関わつて参りました。こ

の事業は、これからの世界を担う若者達に大きな実りをもたらしております。

今年は当協会会員も渡米して、セントジヨンズエキスバル教会や、ランドマークセンターメインホー

ルでの平和交流 0核廃絶を願う演奏会などに参加します。音楽という世界共通の言葉によつて我らの願

いを世界に発信させることを、音楽に携わる者の使命ととらえ、今後も引き続き幅広い活動を行つてい

きたいと願つております。

プログラム

・ だからその海をみない  (作詞 :山下千江 作曲 :中田喜直)
メゾ・ソプラノ 田中 絵里  ピアノ 大塚 裕子

・ ア レルヤ モテット「エクスルターテ・ユピラーテKV。 165」 第3楽章  (作 曲 :W.A。モーツアル ト)
ソプラノ 植村 菜奈  ピアノ 後藤 美樹

・ レクイエム (鎮魂歌)K.626 (作曲 :W.A。モーツアルト)
指揮 三河 正典

メゾ・ソプラノ 松本 裕子
バリトン 大石 洋史

オルガン 森  美春
平和祈念オーケス トラ

指揮 三河 正典
ピアノ 柳 美代子

平和祈念オーケス トラ

ソプラノ 尼時 裕子
テノール 森山 達郎

公募による市民合唱団

・千羽鶴  (作詞 :横山鼎 作曲 :大島ミチル)

公募による市民合唱団


